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研究成果の概要（和文）：妊娠期の食事摂取状況と産後の授乳継続と月経再開時期について追跡

調査を行った。その結果、産後 12 か月で月経再開が 75％であった。また、授乳継続は、産後

12 か月で 66.7％であった。授乳継続の有無と妊娠期の食事摂取との関連では、産後 3 か月で

母乳非継続群が継続群に比して、砂糖類でオッズ比が有意に低く、産後 6 か月では、いも類、

藻類、乳類、油脂類、菓子類で有意にオッズ比が高かった。 

 
研究成果の概要（英文）：In this follow-up study, we investigated the relationship of 
dietary, lactation and menstruation in pueroerium for 18 months. In 12 months postpartum, 
a breastfeed rate was 66.7% and a menstrual period rate was 75%. Subjects were classified 
into two groups; breastfeed and non-breastfeed. In non-breastfeed, association with some 
food was observed. In 3 month postpartum, a significant decreased risk associated with 
Sugar was observed（OR0.03, 95%CI0.10-0.86）. In addition, a significant increased risk 
associated with Potatoes, Sea algae, Milk/dairy products, Fats/oils and Confections were 
observed (OR1.07,95%CI1.01-1.13 OR1.17, 95%CI0.99-1.37, OR1.02,95%CI1.00-1.04, OR4.43 
95%CI0.95-20.57,OR1.10, 95%CI1.00-1.20) in 6 months postpartum.  
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１．研究開始当初の背景 

ここ数年、妊娠中の栄養の問題が注目され

てきている。低出生体重児が増加している要

因には、妊娠前の「やせ」や喫煙率の上昇、

妊娠中の栄養摂取が十分でないことが報告

され)、一方で帝王切開による出産には肥満が

関与していることが報告されている）。これら
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の要因の中の喫煙は、胎児の成長発達だけで

なく、産後の母乳分泌を阻害する要因にもな

っていることはすでに知られている）。しかし、

妊娠中の低栄養や産後の栄養摂取不足が、母

乳の分泌を低下させるといった報告は現在

のところない。 

産後の授乳期間は、授乳性無月経となって

おり、この時期の月経の再開には授乳の有無

とその期間が大きく関与している。産褥期初

発排卵の時期は、非授乳婦では、ほとんどの

症例が産褥 80日以前に排卵を認めているが、

母乳のみで育てている母親は 90 日以後に始

めて排卵をみるものが多かったと報告して

いる）。授乳性無月経の期間が長期になること

は、生理的な避妊が期待できるほかに、エス

トロゲン曝露期間が短くなり、近年増加して

いる子宮体がんの罹患リスクが低下する要

因であることが容易に理解できる。連帯研究

者（八重樫）は、過去に、子宮体がんの症例

対照研究を行い、授乳期間が長い群において

子宮体がんのリスク減少（オッズ比 0.34

（95％信頼区間 0.17‐0.82）がみられたと報

告している。しかし、子宮体がんのリスク低

下の因子である授乳歴に影響を及ぼす要因

について、日本人女性を対象にした前向き研

究（追跡調査）した報告はない。 

授乳は、児の成長発達や母子相互作用といっ

た視点で推進されているが、子宮体がんのリ

スクを低下させる可能性がある。そのため、

授乳期間さらに月経再開時期と妊娠期から

の栄養摂取状態及び生活習慣との関連を明

らかにする必要がある。妊娠期からの栄養状

態及び生活習慣と授乳期間・月経再開時期と

の関連が明らかになることで、危険因子をも

つ女性には、積極的に子宮体がん検診を勧め

たり、また一般にも子宮体がんの予防のため

の意識啓発の推進が可能と考える。 

 

２．研究の目的 

妊娠・分娩期から産後 18 ヶ月の期間での

追跡調査研究により、妊産婦の栄養摂取状態

と授乳期間や月経再開時期との関連を明ら

かにする。具体的には、以下のことを明らか

にする。 

（1） 妊娠期の栄養摂取状況及び生活習

慣と授乳期間との関連を明らかにする。 

（2）  授乳継続を阻害する因子と考えら

れる、喫煙・職業（産休や育児休暇の有

無）・児の哺乳力・授乳回数、本人がうけ

た授乳方法などとの関連を明らかにする。 

（3）  妊娠期からの栄養摂取状況及び生

活習慣と月経再開時期との関連を明らか

にする。 

 

３．研究の方法 

（1）質問紙調査法による追跡調査。  

①研究参加者に対し、産褥入院時・産後

3 ヶ月・産後 6ヶ月・産後 12 ヶ月・産後

18 ヶ月に、質問紙への回答を依頼し、郵

送にて回収する。なお、産褥入院時のみ、

留め置き法にて回収。郵送回収ができな

い場合、電話による面接にて、研究協力

の継続について確認を行なう。 

 

②質問票は、食物摂取頻度調査（FFQ）、

喫煙、飲酒、職業、妊娠出産歴、体格（非

妊時を含む）、がん家族歴、既往歴など

の生活習慣や運動習慣などで構成。さら

に、授乳に関しては、回数、方法、離乳

食の回数、授乳の継続意思、本人の受け

た授乳方法、周囲の授乳に対する考えな

どで構成した質問票である。また、児の

体重、身長、性別や健康状態についての

質問票も作成。 

 

 



 

 

③得られたデータの解析はロジスティ

ック解析ならびに重回帰分析で、統計学

的に解析を行ない、食事摂取状況、生活

習慣、月経開始時期と授乳方法との関連

について明らかにする。 

（2）対  象 

仙台市内の分娩施設（総合病院 1施設、個

人病院 2 施設）で分娩を終了した褥婦。研究

者が、対象に対し、調査の目的を説明し、児

が 1歳 6 ヶ月になるまでの間、郵送法による

質問紙調査法とする。 

 なお、本研究は、郵送または電話による追

跡調査であるため、同意書の署名をお願いす

る。 

 

４．研究成果 

（1）回収数 

① 平成 21 年 4 月から 6 月、分娩施設

において対象登録 125 名。 

② 産後 3か月：回収数 107（85.7％） 

③ 産後 6か月：回収数 101（80.9％） 

④ 産後 12 か月：回収数 93（74.6％） 

⑤ 産後 18 か月：回収数 79（63.2％） 

 

（2）妊娠期の食品群別摂取量と授乳に関す
る研究 

 産後 3 か月（90 名）、産後 6か月（85 名）

において、妊娠期に摂取した食品群と母乳継

続の有無との関連についてロジスティック

回帰分析を行った。産後 3か月では、母乳非

継続群が継続群に比して、砂糖類でオッズ比

が有意に低かった（OR0.03, 95%CI0.10-0.86）。

産 後 6 か 月 で は 、 い も 類 (OR1.07, 

95%CI1.01-1.13) 、 藻 類 (OR1.17, 

95%CI0.99-1.37) 、 乳 類 (OR1.02, 

95%CI1.00-1.04) 、 油 脂 類 (OR4.43 

95%CI0.95-20.57) 、 菓 子 類 (OR1.10, 

95%CI1.00-1.20）でオッズ比が有意に高かっ

た。母乳継続には、妊娠期からの食事摂取量

が関連することが示唆された。 

 

(3)半定量食物摂取頻度調査による妊娠期の

栄養摂取の実態 

対象妊婦の非妊時 BMI は、やせの妊婦は全

体で 12.6％であり、標準の体型が多い集団で

あったが、初産30歳以上に限ると23.1％と、

やせの割合が多かった。妊娠中の体重増加は、

9.78±3.90kg であり望ましい体重増加であ

った。児の出生体重は 3061±342ｇであり、

平均出生体重と近似していた。 

妊娠期栄養素等摂取量は、鉄、ビタミンB1、

B2、B6 において全対象者が、葉酸は 96.4％、

タンパク質においては 77.5％の者が推奨量

を満たしておらず、妊婦が低栄養であること

がわかった。妊娠期は、食生活をはじめとす

る健康に関心が向く時期である。一方で、食

生活の改善は簡単に行えるものではない。妊

娠期の女性だけでなく、若い女性においても

食事の意義や、鉄や葉酸などを効率よく摂取

できるよう具体的な摂取方法を伝える健康

教育が重要である。 

 

（4）妊娠期の体重増加からみた妊婦栄養の

実態 

対象の褥婦における妊娠中の体重増加を

8.5 ㎏未満群、8.5 以上 11.0 ㎏未満、11.0 ㎏

以上群の 3群に分類し、栄養摂取状況ならび

に PFC バランスについてまとめた。 

妊娠期の栄養素等摂取量で 3群間に有意差

がみられたものは、8.5kg 未満群でエネルギ

ー量 1372±474.31Kcal、パントテン酸 3.56

±0.98mg と有意に少なかった。また、推奨量

が算出されている栄養素と各群の栄養素等

摂取量の平均値を比較すると、推奨量を満た

しているものはなかった。食品群摂取量では、

11.0㎏以上群において、乳類 367.78±206.54

ｇを有意に多く摂取していた。 



 

 

3 群間の PFC 割合では、脂肪割合が、8.5 ㎏

未満群と 11.0 ㎏以上群で理想値を超えてお

り、さらに 8.5 ㎏未満群は、3 群間の中で F

割合が 31.12±13.68％と有意に高かった。

PFC バランスが理想であったのは、8.5 以上

11.0 ㎏未満群であった。 

  以上より、妊娠期は低栄養状態のものが

多く、食生活の欧米化が進んでおり、正しい

食生活行動がとれている者は少ないことが

考えられる。また、やせ願望の女性が増加し

ている背景を鑑みると、妊娠前からの食生活

にも問題があったと考える。妊娠期の女性だ

けでなく、若い女性においても食事の意義を

伝える健康教育が重要である。 

 

（5）妊娠中の食事摂取状況と職業の有無に

関する実態調査 

2009 年 4 月～7 月の期間に、宮城県内の総

合病院 1施設と個人病院 2施設に入院してい

た褥婦 97 名を対象とし、141項目の食事摂取

状況質問調査票を用いて、調査を行った。分

析は、職業なし群、職業あり群の 2 群に分け、

五訂増補日本食品標準成分表にある食品群別に

沿って、【鉄】、【ビタミン類】、【葉酸】、【タンパ

ク質】が多く含まれる《豆類》、《野菜類》、《果

実類》、《藻類》、《魚介類》、《肉類》、《乳類》と、

近年の食生活の特徴として増加している《外食》、

《インスタント食品》、《サプリメント》につい

て統計的に解析した。 

結果、対象は、職業なし群 52 名、職業あり

群45名であり、年齢、出産経験、妊娠中の体重

増加、非妊時 BMI、分娩様式、在胎週数、児の

出生時体重のすべてにおいて 2 群間に有意差

はみられなかった。【鉄】、【ビタミン類】、【葉

酸】、【タンパク質】を多く含む食品については、

職業なし群で、いちごの摂取頻度が有意に多く、

職業あり群では、おから、青菜、ブロッコリー、

きんぴら、ひものの摂取頻度が有意に多かった。

また、近年の食生活の特徴については、職業あ

り群では外食、職業なし群ではインスタント食

品の摂取頻度がそれぞれ有意に多かった。サプ

リメントは両群で摂取頻度に有意差はなかった。 

以上より、妊婦に対し食生活指導をおこなう

際は、職業の有無に関わらず、食品の組み合わ

せ、調理方法の工夫、メニューの選び方、さら

に単一の栄養素の過剰摂取についての注意を含

めた指導の必要性が示唆された。 

 

（6）非妊時体格別妊娠期の栄養素等摂取量

と PFC バランス 

対象妊婦の非妊時 BMI を、BMI<18.5 やせ、

18.5-25.0 ふつう、25.0<肥満の 3群に分類し

た（表 1）。 

やせの妊婦は全体で 12.6％であり、標準の

体型が多い集団であったが、初産 30 歳以上

に限ると 23.1％と、やせの割合が多かった。

妊娠期栄養素等摂取量は、鉄、ビタミン B1、

B2、B6 において全対象者が、葉酸は 96.4％、

タンパク質においては 77.5％の者が推奨量

を満たしておらず、妊婦が低栄養であること

がわかった。PFC 割合は 3 群間に有意な差は

みられなかったが、やせ群と肥満群で脂肪割

合が理想値より高かった（表 4）。 
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